
 

 

 

 

 

 

 

◆令和３年度 淡路文化会館「いざなぎ学園」第１３回学年別講座④ 
 令和３年１０月１３日（水）、学年別講座④として、「交通安全教室」「心肺蘇生法講習」

を実施しました。淡路警察署 柴田様、淡路市危機管理部職員の皆様、並びに淡路広域消防 

岡様にご講演いただきました。体育館と講堂の 2 会場の移動であわただしいスケジュール

での受講でしたが、どちらも役に立つお話が聴けました。午後は、サークル E（カラオケ・

手芸・彫刻・パソコン初級）を実施、久しぶりの活動となりました。 

 

【活動の様子】 

  

 

◎学園生の感想から 

・心肺蘇生の中で特に重要なことは胸骨圧迫を続けることである。自分がそこに居合わせ

たとき、果たしてできるのかどうか不安である。人の命がかかっているので、勇気をも

って実行したい。 

・AED は、細動を止めるための機械だということがわかりました。 

・交通安全教室では、様々な危険を抱えている運転であることを再認識させていただきま

した。穏やかな生活を送ることが安全運転につながると思いました。 

・「明日も家族や友達に会いましょう」そのとおりだと思いました。 

・駐車は後ろ向き、夜はハイビームで運転しよう。これは大変勉強になりました。 

心肺蘇生法 実習 交通安全教室 

淡路警察署 柴田さん 
彫刻サークル！ 


